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　　　・事業の内容
　　産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬業、
　　一般貨物運送業
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　　　　　 ８月～翌年７月

　　　・所在地

　　　・環境管理責任者

　　　　　 連絡先　　　：　  （0834）62－4507　　
                           FAX（0834）62－4507

     　　　担当者　　：　　　藤井尚哉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　：　

　　　　　　　　　　　　　 E-mail   　nktr@hi2.enjoy.ne.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

      ・事業所の規模（2021年度）
          　資本金　　　：　　　　 ３００万円 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  売上高　　　：　 ７，３４０万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従業員数　　：　　　 　　８人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本社面積　　：　  　７．２９㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　車庫面積　　：　　  　７７５㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業廃棄物収集運搬量：　２，４９５．８ｔ　（2021年5月～2021年7月実績）　　　　　　　　　　　　　　　        特別管理産業廃棄物収集運搬量：　２，４９５．８ｔ

　　　・事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８月～翌年７月

             　　　　　　　　　　山口県周南市富田２－８－１６

            売上高　　　：　 　９，２５４万円
 　　　　   従業員数　　：　　   　　　８人
            本社面積　　：　   　　７２．９㎡
　　　　　　車庫面積　　：　　   　７７５㎡
　　　　　　産業廃棄物収集運搬量：    　９，９６７ｔ（2021年8月～2022年7月実績）
　　　　　　特管産業廃棄物収集運搬量：　　　　　０ｔ（2021年8月～2022年7月実績）

      ・認証・登録の対象範囲（全組織・全活動）
　　　　　①対象事業者名　　：藤井土木株式会社
  　　　　②対象事業所　　　：本社、車庫
　　　　　③対象活動　　　　：産業廃棄物収集運搬業、
                              一般貨物運送業

           車庫　　　　　　： 746－0028
             　　　　　　　　　　山口県周南市港町４４０７番９

      　　　 積換え保管場所　：なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・環境管理責任者

           責任者　　：　　　藤井尚哉

           本社所在地　　　： 746－0034

　　　　　 創業　　　　　：　 昭和４８年１０月　１日

　取組の対象組織・活動

      ・事業所名及び代表者名
           事業者名　　　：　 藤井土木株式会社
     　　　代表者名　　　：　 藤井尚哉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 創業　　　　　：　昭和３８年　４月　１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ・所在地



*印は、更新手続き中。
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廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等(以上３品目については、自
動車等破砕物を含む。)燃え殻、汚泥、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムく
ず、鉱さい、がれき類、ばいじん、政令第２条第１３号廃棄物（廃プラス
チック類、紙くず、木くず、繊維くず、ガラスくず等については、石綿含
有産業廃棄物を含む。）（汚泥、廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず
等については、水銀使用製品産業廃棄物を含む。）（燃え殻、汚泥、鉱
さい、ばいじんについては、水銀含有ばいじん等を含む。

紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートく
ず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじん、燃え殻、汚泥（無機
性汚泥に限る。）廃プラスチック類。上記種類は、石綿含有産業廃棄物
については取り扱いを含み、自動車等破砕物及び特別管理産業廃棄
物であるものを除く。

（注）積替保管施設：　なし

県名 　許可番号 許可年月日 　有効年月日 廃棄物の品目

山口県 03553162860 R4.6.25 R9.6.24

1430516820

   ２）特別管理産業廃棄物収集運搬業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　許可番号 許可年月日 　有効年月日

山口県 03503162860 R3.10.26 R8.10.25

熊本県

R5.9.26

R4.4.14 R9.4.5

福岡県 04000162860 H30.9.27

燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、
ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改装又は除去に伴って生
じたものを除く） 陶磁器くず、がれき類及びばいじん(これらのうち廃プ
リント配線板、鉛製の管又は板、廃石膏ボード、廃容器包装及び石綿

含有産業廃棄物を含み、廃ブラウン管、鉛蓄電池の電極、自動車等

破砕物、水銀使用製品産業廃棄物、水銀含有ばいじん等、判定基準

に適合しないもの及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず(がれき類を
除く。）陶磁器くず（自動車等破砕物を含む。以上３種）、燃え殻、汚泥,
紙くず、木くず、繊維くず、動物性残渣、ゴムくず、鉱さい、がれき類、
ばいじん、１３号廃棄物（これらは石綿含有産業廃棄物、水銀使用製
品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等であるものを含み、特別管理
産業廃棄物であるものを除く。）

産業廃棄物収集運搬業情報

（１）許可一覧

廃棄物の品目県名

広島県 03400162860 R3.12.21 R8.12.20

   １）産業廃棄物収集運搬業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

廃石綿等

熊本県 4355162860 R4.9.7 R9.8.13 廃石綿等



　　廃石綿等
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　　合計        9,967.81

    合計              0.00
特別管理産業廃棄物*

　　廃プラスチック類

産業廃棄物

産業廃棄物

種　　　　　　類

　　燃え殻

　　汚泥

　　廃石膏ボード

　　ガラス・コンクリート・陶磁器くず

　　シュレッターダスト

　　金属くず

　　アスファルトがら

　　がれき類

　　管理型混合廃棄物

116.50

893.10

392.70

0.00

　　　　　重　　量（ｔ）

361.38

1,950.65

714.54

2,000.00

394.19

3,144.75

0.00

（２）年間産業廃棄物収集運搬量 （2021.4.1～2022.3.31）



自動車登録番号 最大積載量 備考

1 山口100か56-30    10.200㎏ 土砂不可

2 山口100か45-28     9.400㎏  土砂不可

3 山口100か29-41     9.500㎏  土砂可

4 山口100か85-78     8.600㎏  土砂可

5 山口100か97-20  　11.100㎏  土砂不可

6 山口100か78-26     9.000㎏ 土砂不可

7 山口100か64-30    11.000㎏ 土砂不可

8 山口100か70-39    10.900㎏ 土砂不可

9 山口100き 1-47    10.200㎏ 土砂不可

10 山口100き10-83    10.400㎏ 土砂不可

11 山口100き10-40    22.000㎏ 土砂不可

12 山口100え17-12    25.000㎏ 土砂不可

都度お見積もり（廃棄物の種類、運搬距離、排出量により算出
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 ダンプ

 ダンプ

 トラクタ

 ダンプセミトレーラ

 LKG-FS1EPBA
915x249x311

 BKG-FV50JJR
678x250x298

（３）運搬車両

（４）廃棄物処理料金

 TF36H2C3
935x249x370

車両の名称

 ダンプ

 ダンプ

 ダンプ

 ダンプ

 ダンプ

 ダンプ

 ダンプ

 ダンプ

 QKG-FV50VX
913x249x317

 KL-FQ61FK
773x244x297

 LDG-DKSJKAA
753x245x297

 2PG-FS1AJA
904x249x318

 2PG-FV70HZ
1.169x249x376

型式・寸法

 BDG-FV50JY
904x250x355

 KS-FS1EKJA
766x249x318

 KC-FV509JXD
755x249x320

 LDG-FV50VX
772x250x337



当社は、より住み良い地球環境を目指してエコ活動、地域貢献、安全第一をモッ

トーに、事業活動を通して、社会とともに未来に残る環境保全活動を、事業の中で

行います。

１．エコアクション２１に準拠した環境経営マネジメントシステムを構築、実施す

ることにより環境保全活動を継続的に実施します。

２．環境負荷の低減と汚染の予防に努めるとともに、環境経営マネジメントシステ

ムの継続的な改善を図ります。

5

環境経営方針

②廃棄物の適正処理を推進します。

５．この環境経営方針は、一般にも公開します。

４．この環境経営方針を環境経営マネジメントシステムに反映し、社員に周知さ

せることで環境経営意識の向上を図ります。

藤井土木株式会社
代表取締役 藤井尚哉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定　2021年   5月 1日

③電気、燃料等の省エネルギーの削減に努めます。
④廃棄物の排出抑制に努めます。
⑤人材育成に努めます。
⑥顧客数の向上に努めます。

３．事業活動にかかわる関係法令ならびに規制を遵守します。

①廃棄物の飛散、漏洩などの防止による地域住民への配慮をします。

①二酸化炭素排出量削減に努めます。
②収集運搬車両の効率的な運転に取り組みます。

改定　2022年 11月 7日



1 エアコンの設定温度を決め実行 藤井一

2 昼休みの照明オフ 藤井一

3 残業時の不要な照明の消灯 藤井一

1 エコドライブの推進 藤井尚

2 配車計画の合理化 藤井尚

3 作業計画の合理化 藤井尚

4 不要時消火の徹底 藤井尚

1 裏紙利用 藤井一

2 ミスコピーの防止 藤井一

3 不要なＦＡＸ受信の停止 藤井一

1 雨水の有効利用 藤井尚

1 本社及び車庫周辺を定期的に清掃 藤井尚

  ② 軽油使用料の削減

    　仕事量の増加で使用量が増えた。引き続き、効率的な配車やエコドライブの徹底で使用量の削減に

  ③　ガソリン使用量の削減

  ④ 灯油使用量の削減

  ⑤　一般廃棄物排出量の削減（コピー用紙使用量の削減）　　現状把握中なので次年度以降に再度評価。

 ⑦  社会貢献（会社周辺の清掃）

本社及び車庫周辺をまめに清掃をしました。今後も継続する。
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責任者

二酸化炭素
排出量の
削減

一般廃棄物排出量の削減
（コピー用紙使用量の削減）

水使用量の削減

前年度より8か月削減出来た。日陰を作り窓を開け、換気を良くし、さらに使用量の削減に努めたい。
冬場のストーブ使用中はエアコンを切る。

今年度は車両の代替は出来なかった。燃料代の高騰が影響。売上、稼働率は上がった。
引き続き、エコドライブの徹底、不要時はエンジンを切る事を徹底し、削減に努める。

燃費の悪い社用車を処分した。昨年度より削減出来ている。引き続き削減に努める。

寒い日が続き、使用量が増えた。ストーブの火力を最小限に抑え、室内でもなるべく
防寒着を着用し、削減に努める。

紙の使用量は増えた。紙の湿気対策（コピー機紙詰まり防止）、裏紙利用を徹底する。

 ⑥　水使用量の削減

雨水が不足したため、水道を開栓した。必要最小限度にとどめる。

取組項目 活　　動　　項　　目

２０２１年度環境経営計画

取組結果の評価及び次年度の取組内容

　① 電気使用量の削減

社会貢献
（会社周辺の清掃）

電気使用量
の削減

化石燃料使用量
の削減

1

2



1 藤井一

2 藤井一

3 藤井一

1 藤井尚

2 藤井尚

3 藤井尚

1 藤井一

2 藤井一

3 藤井一

4 藤井一

1 藤井尚

1 藤井尚

1 藤井尚

環境教育の実施 　定期的な環境教育の実施

取組項目 活　　動　　項　　目
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　　　今年度は、世界情勢の悪化で、輸送量が減少すると思われたが、輸送量は増えた。
　　そのため、軽油の使用量も増加した。エコドライブなどでCO２排出量の削減により
　　一層努力する。
　　　電気、ガソリン、灯油も同様に、意識し、削減に努める。
　　　今年度も厳しい年になると思われる。引き続き、環境マネジメント活動により、
　　目標達成に取り組む。

　　当社が遵守しなければならない主な環境関連法規等は、次のとおりです。

●廃棄物処理法、●フロン排出抑制法

　　また、関係当局よりの違反等の指摘、利害関係者からの提訴はありません。

代表者による全体の評価と見直し・指示

　　定期検査で、2022年7月3１日に遵法状況を確認した結果、環境関連法規への違反
　　はありません。

次年度の環境経営目標及び環境経営計画

環境関係法規制等の遵守状況　

責任者

二酸化炭素
排出量の
削減

1
電気使用量
の削減

2
化石燃料使
用量の削減

一般廃棄物排出量の削減
（コピー用紙使用量の削減）

水使用量の削減

社会貢献
（会社周辺の清掃）

　エアコンの設定温度を決め実行

　エアコンフィルターの定期的な清掃

　残業時の不要な照明オフ

　エコドライブの推進

　分別の徹底

　雨水の有効利用

　本社及び車庫周辺を定期的清掃

　紙の湿気対策

　配車計画の合理化

　アイドリングストップの実施

　裏紙利用

　不要なＦＡＸ受信の停止



EA２１推進体制
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運搬管理 ・廃棄物収集運搬実務の管理

・使用車両の管理

・使用エネルギー量（車両燃料）の管理

・エコドライブの推進

・環境経営目標および実施事項に対する問題点の是正処置の実施

・環境経営目標・環境経営活動計画の策定

業務管理 ・外部要求事項の受付

・使用エネルギー量（電気・車両燃料等）産業廃棄物収集運搬量の管理

・環境経営方針の制定

・システム全体の評価と見直し

環境経営管理責任者 ・EA21の要求事項に適合したシステムを構築し、維持管理する

所属（役職） 役割・責任・権限・使命

統括責任者 ・全体の統括管理

・EA21の構築・運用・維持に必要な資源の準備

社員 社員

総務・経理部署

【組織図および実施体制】

統括責任者
代表取締役
藤井尚哉

環境経営管理責任者
藤井尚哉

運送管理部署



2021年度環境経営目標及び中長期環境経営目標 （注）古谷修正4.11.7／4.10.28

　　　　　　　　表中の比率は削減率（％）

297,751 291,796 288,818 285,841 285,841 285,841

基準値 -2.0% -3.0% -4.0% -5.0% -6.0%

4,829 4,732 4,684 4,636 4,496 4,448

基準値 -2.0% -3.0% -4.0% -5.0% -6.0%

112,292 110,046 108,923 107,800 106,677 105,554

基準値 -2.0% -3.0% -4.0% -5.0% -6.0%

2,088 2,046 2,025 2,004 1,984 1,963

基準値 -2.0% -3.0% -4.0% -5.0% -6.0%

148 145 144 142 141 139

基準値 -2.0% -3.0% -4.0% -5.0% -6.0%

基準値

1 1 1 1 1 1

基準値 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

※ 電力の二酸化炭素排出係数：2019年度中国電力の調整後排出係数：0.585kg-CO2/kWhを使用。

　　ただし、本社事務所は自宅と兼用であるため、詳細の把握不能です。

※ 化学物質は使用していません。

※ 水使用量は、本社事務所が自宅と兼用のため、把握ができないので目標値は設定しません。

202１年度 環境経営目標達成状況

単 位 目標値 実績値 達成率(％) 評価

kg-CO2 291,796 337,736 115.7 ×

kWh 4,732 4,470 94.5 ○

L 110,046 128,476 116.7 ×

Ｌ 2,046 1,390 67.9 ◎

Ｌ 145 172 118.6  

枚 現状把握 現状把握 － －

　回/週    1回    1回 － ○

※ 達成率（％）は、（実績値／目標値）×１００で求めた。

　　判定：　◎：削減率10％超　〇：削減率10％～0％以上　△：10％以下の増加　×：10％超増加　

電気使用量の削減
kWh

現状把握後に決定
　　（コピー用紙使用量の削減）
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（対象期間：2021年8月～2022年7月）

中長期目標

2020年度
(基準年度)

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

L

二酸化炭素総排出量の削減 kg-CO2

回／週

灯油使用量の削減

一般廃棄物排出量の削減
（コピー用紙使用量の削減）

軽油使用量の削減
L

社会貢献（会社周辺の清掃）

項         目

単位　環境経営目標

二酸化炭素排出量の削減

電気使用量の削減

軽油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

一般廃棄物排出量の削減
枚

ガソリン使用量の削減
L

灯油使用量の削減

社会貢献（会社周辺の清掃）


